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今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、

大
阪
・
神
戸
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
す
る
本

市
は
、
通
勤
に
至
便
な
上
に
、
海
と
山
が

近
接
す
る
と
い
う
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
日
常

的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
鉄
道
に
つ
い
て
、

そ
の
成
り
立
ち
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　

芦
屋
と
言
え
ば
、「
山
の
手
と
阪
急
」
の

イ
メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
よ
う
で
す
が
、
実

際
に
芦
屋
に
駅
舎
が
で
き
た
の
は
、
明
治

三
十
八
年（
一
九
〇
五
）阪
神
電
鉄
の
芦
屋

と
打
出
駅
が
最
初
で
し
た
。
西
国
街
道
に

隣
接
す
る
形
と
な
っ
た
阪
神
沿
線
は
、
も

と
よ
り
人
口
集
積
度
が
高
く
、
都
市
間
連

絡
鉄
道
と
し
て
阪
神
が
果
た
し
た
役
割
は

大
き
か
っ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

一
方
、
明
治
七
年（
一
八
七
四
）大
阪
・
神

戸
間
を
開
通
さ
せ
た
国
鉄（
Ｊ
Ｒ
）は
、
鉄

道
敷
設
の
先
駈
け
で
し
た
。　

し
か
し
、
芦

屋
駅
の
設
置
は
精
道
村
の
請
願
に
よ
る
大

正
二
年（
一
九
一
三
）ま
で
待
た
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
正
九
年（
一
九
二
〇
）阪
神

急
行
電
鉄
神
戸
本
線
（
阪
急
）

に
芦
屋
川
駅
が
設
置
さ
れ
る

に
及
ん
で
芦
屋
の
鉄
道
整
備

が
完
成
し
ま
す
。
今
日
、
イ

メ
ー
ジ
が
先
行
す
る
阪
急
が
、

実
は
芦
屋
の
鉄
道
史
に
お
い

て
最
後
に
設
置
さ
れ
て
い
た

こ
と
は
、
意
外
な
事
実
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

　

か
く
し
て
、
都
市
近
郊
に

し
て
風
光
明
媚
な
芦
屋
は
、

大
阪
神
戸
に
勃
興
し
た
実
業

家
の
注
目
す
る
住
宅
地
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
需
要

を
受
け
、
村
内
で
は
一
気
に

宅
地
開
発
が
進
み
、
人
口
増
加
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

精
道
村
の
人
口
推
移
に
よ
る
と
、
例
え

ば
鉄
道
駅
舎
が
な
か
っ
た
明
治
三
十
七
年

で
は
戸
数
六
百
三
十
九
戸
・
人
口
三
千
四

百
五
十
二
人
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
各
社

出
揃
っ
た
大
正
十
年
で
は
戸
数
二
千
四
百

戸
・
人
口
一
万
千
二
百
十
六
人
（『
芦
屋
市

　

増
え
続
け
る
人
口
に
対
し
て
精
道
村
役

場
が
と
っ
た
離
れ
業
、
そ
れ
が
芦
屋
川
河

川
改
修
に
伴
う
宅
地
化
と
そ
の
販
売
で
す
。

　

ま
ず
、
阪
神
芦
屋
駅
付
近
に
実
業
家
の

邸
宅
街
が
形
成
さ
れ
、
国
鉄
芦
屋
駅
と
阪

急
芦
屋
川
駅
の
開
設
を
受
け
て
芦
屋
川
を

挟
ん
だ
山
手
の
両
サ
イ
ド
に
邸
宅
建
設
が

進
捗
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
旧
来
よ
り

居
住
す
る
地
元
住
民
の
宅
地
造
成
の
努
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
精
道
村
に
よ
る
耕
地
整
理
事

　

も
と
よ
り
、
川
幅
が
百
二
十
ｍ
か
ら
二

百
ｍ（
河
口
付
近
）あ
っ
た
芦
屋
川
は
、
河

川
の
氾
濫
を
繰
り
返
す
暴
れ
川
で
も
あ
り
、

そ
の
改
修
は
村
の
悲
願
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

併
せ
て
河
川
敷
で
あ
っ
た
両
サ
イ
ド
を

埋
め
た
て
る
こ
と
に
よ
り
、
村
所
有
の
公

有
地
が
三
万
二
千
坪
誕
生
し
ま
し
た
。

　

精
道
村
は
こ
れ
ら
公
有
地
を
宅
地
化
し
、

競
売
し
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
後
の
財
政

基
盤
を
確
立
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
こ
れ
ら
宅
地
販
売
に
よ
り

大
正
六
年
の
歳
出
の
三
十
万
三
千
六
百
四

十
八
円
に
対
し
、
歳
入
は
四
十
四
万
百
三

十
四
円
と
大
き
く
進
展
を
見
て
い
ま
す
。

　

こ
の
財
源
に
よ
り
、
大
正
八
年
に
は
精

道
村
公
会
堂
を
、
同
十
二
年
に
は
総
工
費

六
万
三
千
円
を
か
け
て
、
当
時
、
日
本
一

と
言
わ
れ
た
村
役
場
を
竣
工
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
、
人
口
増
加
と
村
内
の
宅
地

化
は
急
速
に
進
ん
で
い
く
の
で
す
が
、
昭

和
十
五
年
の
芦
屋
市
施
行
に
先
駆
け
て
、

鉄
道
開
発
の
整
備
と
芦
屋
川
の
河
川
改
修

が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
、
思
い
を

巡
ら
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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史
』）
と
な
っ
て
お
り
、
戸
数
人
口
と
も
に

ほ
ぼ
四
倍
に
な
ろ
う
と
す
る
勢
い
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
国
鉄
芦
屋
駅
の
乗
降
客
の
推

移
（『
芦
屋
市
史
』）
に
如
実
に
反
映
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
大
正
二
年
開
設
当

初
の
利
用
客
数
は
一
日
平
均
八
十
人
で
あ

っ
た
の
に
対
し
、
大
正
十
年
に
は
千
百
四

十
一
人
と
、
十
倍
以
上
の
伸
び
率
に
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
も
想
像
で
き
る
の
で
す
。

業
と
芦
屋
川
の
河
川
改
修
が
、
そ
の
後
の

芦
屋
市
誕
生
の
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

精
道
村
の
財
政（『
芦
屋
市
史
』）を
見
ま

す
と
、
大
正
四
年
ま
で
の
歳
入
・
歳
出
は

二
万
円
台
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
同
五

年
に
は
歳
出
三
十
二
万
九
千
六
百
四
十
五

円
に
対
し
、
歳
入
三
十
四
万
七
千
四
百
十

二
円
と
、
一
挙
に
十
五
倍
以
上
に
膨
れ
上

が
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
芦
屋
川
の

河
川
改
修
費
に
十
五
万
四
千
五
百
六
十
五

円
を
投
入
し
た
こ
と
に
起
因
し
て
い
ま
す
。
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　市では、「芦屋シティグラフ」（Ａ４判・52ページ／全
カラー刷り）を発行・発売しています。
　芦屋の自然や歴史、芦屋ゆかりの芸術・文学・文化－。
それらに触れつつ散歩を楽しめるコースの紹介、行政の
動きや統計、また市内の医療機関一覧（地図）など盛りだ
くさんの情報を、写真170点のほかイラストや地図とと
もにわかりやすく掲載しています。ご活用ください。
�����　市役所行政情報コーナー・ラポルテ市民
サービスコーナー　���　300円
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